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医療区分  ADL区分 






































































図1  医療区分とADL区分 
 
 ～2006年3月  ～2006年6月  2006年7月～ 
療養病棟 (若人)1,209点  (若人)1,187点  ADL区分 3 885点 
入院基本料 1 (老人)1,151点  (老人)1,130点  ADL区分 2 1,344点 
療養病棟 (若人)1,138点  (若人)1,117点  ADL区分 1 764点 1,220点 
1,740点 
入院基本料 2 (老人)1,080点  (老人)1,060点   医療区分 1 医療区分 2 医療区分 3 
 
     2008年4月～ 
     ADL区分 3 885点 
     ADL区分 2 
1,320点 
     ADL区分 1 750点 1,198点 
1,709点 









































































































































表1 病棟ごとの夜勤人数別施設 n=70※ 
看護補助者  .0人 1.0人 1.5人※ 2.0人 合計 
看護職員 1.0人  1（ 1.4） 25（35.7）  1（ 1.4） 12（17.2） 39（55.7） 
 1.5人※  0（ 0.0）  1（ 1.4）  0（ 0.0）  0（ 0.0）  1（ 1.4） 
 2.0人  1（ 1.4） 13（18.6）  0（ 0.0） 14（20.0） 28（40.0） 
 2.5人※  0（ 0.0）  0（ 0.0）  0（ 0.0）  1（ 1.4）  1（ 1.4） 
 3.0  0（ 0.0）  1（ 1.4）  0（ 0.0）  0（ 0.0）  1（ 1.4） 





医療区分 2 医療区分 3  増加した 減少した 変化なし 合計 増加した 減少した 変化なし 合計 
増加した  8（14.5）  1（ 1.8）  1（ 1.8） 10（18.2）  3（ 5.6）  4（ 7.4）  2（ 3.7）  9（16.7） 
減少した 21（38.2）  1（ 1.8）  5（ 9.1） 27（49.1） 23（42.6）  1（ 1.9）  3（ 5.6） 27（50.0） 医療 区分 1 
変化なし  7（12.7）  0（ 0.0） 11（20.0） 18（32.7）  5（ 9.3）  0（ 0.0） 13（24.1） 18（33.3） 


























































ADL区分 2 ADL区分 3  増加した 減少した 変化なし 合計 増加した 減少した 変化なし 合計 
増加した  9（16.7）  0（ 0.0）  1（ 1.9） 10（18.5）  8（15.1）  1（ 1.9）  0（ 0.0）  9（17.0） 
減少した 13（24.1）  2（ 3.7）  6（11.1） 21（38.9） 19（35.8）  0（ 0.0）  2（ 3.8） 21（39.6） ADL 区分 1 
変化なし  9（16.7）  0（ 0.0） 14（25.9） 23（42.6） 11（20.8）  0（ 0.0） 12（22.6） 23（43.4） 
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表4 看護職員・看護補助者の業務量の変化 
看護職員 看護補助者  診療の補助 日常生活援助 診療の補助 日常生活援助 
増加した 51（68.9） 46（62.2） 24（32.4） 47（63.5） 
同じ 18（24.3） 21（28.4） 11（14.9） 20（27.0） 
減少した  2（ 2.7）  3（ 4.1）  1（ 1.4）  3（ 4.1） 
担っていない － － 37（50.0） － 
無回答  3（ 4.1）  4（ 5.4）  1（ 1.4）  4（ 5.4） 




 認知症患者のケア 終末期・看取りのケア 在宅退院へのケア その他 
増加した 53（71.6） 44（59.5） 21（28.4） 11（14.9） 
減少した  2（ 2.7）  1（ 1.4） 16（21.6）  0（ 0.0） 
変化なし 17（230） 25（33.8） 31（41.9） 12（16.2） 
無回答  2（ 2.7）  4（ 5.4）  8（ 8.1） 51（68.4） 







































 看護師 准看護師 看護補助者 
増加した 23（31.1） 20（27.0）  4（ 5.4） 
減少した  4（ 5.4）  4（ 5.4）  7（ 9.5） 
変化なし 42（56.8） 42（56.8） 59（79.7） 
無回答  5（ 6.8）  8（10.8）  4（ 5.4） 
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表7 業務の変化への対応 
 施設数（％） (複数回答 n=74) 
① 業務手順を見直した 26（35.1） 
② 看護職員を増員した 24（32.4） 
③ 早出・遅出勤務帯の人員を増員した 20（27.0） 
④ 看護補助者を増員した 16（21.6） 
⑤ 高い医療区分患者の割合を制限した 11（14.9） 
⑥ 業務の一部を外部業者に委託した 11（14.9） 
⑦ 有資格の看護補助者を増員した  7（ 9.5） 
⑧ 業務の一部を院内の他職種に委託した  6（ 8.1） 
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は増大し，時間外労働時間も増加していた。 
 こうした状況下においては，現在の医療療養病床の
人員配置基準を最低でも夜勤に看護職員2名が配置で
きるような基準の新設，高齢者・慢性期ケアの専門性
を備えた看護職員の確保と育成，ならびに看護補助者
の能力のレベルアップと標準化が重要な課題である
と考えられた。 
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